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特集

聾者との出会いと
その後の手話の学習を振り返る

今の私を振り返ると、一体どこから始まったのだろうと不思議な気持ちになる。なぜ手話を身に

付けようとしたのか。相手も自分も楽しく通じ合えたらそれでバッチリ！ただそれだけだった。
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私が最初に出会った耳の聞こえない人（当時はそ

のような認識だった）は、内地（主に北海道以外の

日本）から釧路という町に来ていた漁師さんだった。

父が脳内出血で倒れ、当時の私は絵に描いたよう

な苦学生で、夕方から夜に掛けてアルバイトを頑張

っていた。そこにお客様として来店したのが彼だっ

た。彼は手話は使わず、筆談でコミュニケーション

を取っていた（おそらく手話ができなかった私達に

合わせてくれていたと推測される）。とても明るい人

で、音楽に合ってるとか合っていないとかお構いな

しに『踊ろうよ！』とダンスに誘っては出鱈目なジ

ルバを楽しんでいた。どのように接したら良いのか

見当も付かず、おそらく私はかなりギクシャクして

いたのだと思う。ロボットのように固まっている私

を気にする様子もなく、その人は陽に焼けた顔に白

い歯をのぞかせて、常に笑顔だった。思えばあの時

が「私に手話の知識があれば…」という気持ちの芽

生えだったと思う。彼はコミュニケーションを楽し

みに来ているのに、私がもたもたと文字を書いてい

るから会話の勢いのようなものが削がれる。もっと

面白い話をテンポ良く伝えたいのにできない。伝え

たいのに伝わらないもどかしさを実にはっきりと体

専攻科：油壺の棚

感した。外国の方が来たら日本人スタッフが片言の英語

で対応する、あるいは外国人スタッフと交代するのだが、

聾者のお客様の場合は誰も手話ができない為、筆談に落

ち着いてしまう。なんだか彼に申し訳ないような気持ち

になってしまったのを憶えている。

次に聾者に出会ったのは真夏の横浜西口バスターミナ

ルだった。小学校高学年くらいの女子２人だった。バス

停の脇にあるバーに腰掛けて、手話で楽しく会話をして

いた。その様子から『ここに座っていても大丈夫かな？』

と、一人がもう一人の少女に話しているように見て取れ

専攻科：乾いた粘土の再生過程 たが私はまだ手話が分からないままだったので、失礼に
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当たらない程度に彼女たちのやり取りを見ていただ ４度目に出会った聾者は江別の手話サークルに来てい

けであった。私は、手話に興味もあり、何となく彼 た年配の聾者二人だった。見学で来ていた私に、手話単

女たちに話しかけたかったのだが絶対に不審な人だ 語を幾つか教えてくれた。ただの見学者の私に熱心に教

と思われると考え直し断念した。そもそも手話が分 えてくださった。『初めて会った人でも、手話を憶えた

からないのに、バス停でたまたま出会った少女達に いという人には『とにかくご飯に置こう！』と誘うの。』

何と言って、更にはどのようにして話しかけたらい と笑っておっしゃっていた。相手が手話が一つもできな

いものか？そんなことは音声日本語でもめったにし くてもとにかく日常の場面を共に過ごす。それこそが近

ないことである。無理ゲー過ぎである。 道なのだと彼女は言っていた。その時の私は、大人の聾

者と話した経験が無かったが、彼女の手話と表情とCL（そ

の場の状況を豊かに表現するための、空間・形態描写の

手法）で何を話しているのかが理解できた。この時に、

手話とは手の動きだけではなく、顔や身体の動きのタイ

ミングなども重要であることが分かった。

そして手話の力が飛躍的に伸びたのは札幌と小樽に来

てからだった。当時中学２年生の聾の女子と毎日繰り広

げられる２年間のコントの様な会話と、当時専攻科1年

生女子２名との２年間の女子トークで、語彙も表現の幅

も格段に上がった。小樽の職場には身近に聾の職員もお

り、分からないことは直ぐに質問することができた。い

ろいろな聾の職員に質問した経験があるが、皆総じて親

専攻科：サンダー用替え芯とロール 切に教えてくれる『自分で調べろ』とか『そんなの教え

ない』と突き放す人は一人もいなかった。「こんな初歩

３度目に出会った聾者は室蘭養護学校高等部の生 的なことをきいたら恥ずかしいかも」とか「たいして親

徒だった。担当した生徒の中に、完全に聾の生徒が しくもないのにこんな質問は迷惑かも」等という思いは

いた。彼女とは、面白いエピソードがたくさんでき たいていの場合杞憂である。人は何度でも忘れるし、何

た。少し手話を覚えた私と彼女は、全校朝会で『校 度でも間違うのだから、思い切って元気良く質問したら

長先生の話が長いね～』『もう終わればいい…』など 良いのである。

と秘密の会話を楽しんだ。そろそろ補聴器の電池を 時代と共に言語も変わる、どれだけ勉強しても『もう

取り替えようよと私が促すと『聞こえるよ』と言う 充分』ということは無いはずだ。数十年の年月を振り返

ので、試しに電池を入れないで補聴器を渡すと『聞 って感じることは、人との面白い会話こそが語学上達の

こえる』と言うし、新しい電池を入れても『聞こえ 鍵であったということである。豪快に表現してまんまと

る』と言う、補聴器は壊れてはいなかったので、何 間違って『それ違うよ』と言ってもらうこと「あ、間違

だかよく分からなかった。けれど彼女の言語はやは っちゃった！」で済ませて、会話に臆病にならないこと

り手話なのだということが分かった。 『話したい』という欲を押さえ過ぎないこと、私はまだ

彼女との出会いと、そしてそこからの衝突と爆笑 まだ面白い会話がしたい。特別なことではなく手話がで

の出来事が、自分は手話をもっと使えるようになっ きるだけのその辺の人になりたい。今の私の目標は、そ

て、もっともっと楽しい会話をしたいという欲に繋 の辺に当然のようにうろついている、手話のできるあり

がった。彼女とのやり取りが決定打になって、今の ふれた道民Aとして元気に暮らすことだ。

私になることを決めたのである。 IDDN
当時はインターネットもまだ一般的ではなく、本

を買って自分で勉強するしかなかった。サークルが

あるということも知らず、ひたすら本に描いてある

イラストを頼りに、真似て表現してみるという勉強

方法だった。
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